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令和3年（2021年）5月 1日（土）　埼玉県議会だよりNo．165

（
改
革
）（
改
革
）（
改
革
）

予
算
特
別
委
員
会
　
委
員
名
簿

（
令
和
3
年
3
月
26
日
現
在
）　

委員長
宮崎栄治郎
（自民）

副委員長
木村　勇夫
（民主フォーラム）

副委員長
諸井　 真英
（自民）

県
内
の
陽
性
者
は
大
都
市
だ
け
で

な
く
、
規
模
の
小
さ
な
市
町
で
も

発
生
し
て
い
る
状
況
だ
が
、
人
口
規
模
の

み
で
算
定
す
る
と
、
さ
い
た
ま
市
な
ど
の

大
都
市
部
を
中
心
に
分
配
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
今
回
分
配
す
る
ワ
ク
チ
ン
は

非
常
に
量
が
少
な
い
た
め
、
高
齢
者
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
化
す
る
前
の
、
い

わ
ば
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
な
接
種
と
い
う
趣

高
齢
者
の
人
口
規
模
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
人
口
に
占
め
る
陽
性

者
の
割
合
の
高
い
市
町
村
に
配
分
す
る
算

定
方
法
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
た
高
齢
者
施
設
で
は
感

染
症
対
策
が
し
っ
か
り
と
取
ら
れ
て
い
る

こ
と
や
陽
性
者
は
抗
体
を
獲
得
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
純

粋
に
、
高
齢
者
の
人
口
規
模
の
み
を
優
先

し
て
分
配
す
る
と
い
っ
た
考
え
方
も
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

金
野
　
桃
子（
県
民
）

平
松
　
大
佑（
県
民
）

千
葉
　
達
也（
自
民
）

柿
沼
　
貴
志（
県
民
）

中
川
　
　
浩（
改
革
）

渡
辺
　
　
大（
自
民
）

木
下
　
博
信（
自
民
）

藤
井
　
健
志（
自
民
）

橋
詰
　
昌
児（
公
明
）

町
田
　
皇
介（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

守
屋
　
裕
子（
共
産
党
）

松
坂
　
喜
浩（
県
民
）

美
田
　
宗
亮（
自
民
）

吉
良
　
英
敏（
自
民
）

松
澤
　
　
正（
自
民
）

浅
井
　
　
明（
自
民
）

飯
塚
　
俊
彦（
自
民
）

内
沼
　
博
史（
自
民
）

安
藤
　
友
貴（
公
明
）

山
根
　
史
子（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

前
原
か
づ
え（
共
産
党
）

石
川
　
忠
義（
県
民
）

立
石
　
泰
広（
自
民
）

荒
木
　
裕
介（
自
民
）

水
村
　
篤
弘（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

新
井
　
一
徳（
自
民
）

中
屋
敷
慎
一（
自
民
）

塩
野
　
正
行（
公
明
）

小
林
　
哲
也（
自
民
）

輸
出
額
な
ど
の
目
標
を
定
め
て
い

る
の
か
。
目
標
を
定
め
て
い
な
い

と
す
る
と
、
当
該
事
業
に
対
す
る
予
算
額

の
妥
当
性
が
分
か
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

当
該
事
業
の
目
標
は
、
具
体
的
に

は
定
め
て
い
な
い
。
御
指
摘
の
と

お
り
、
目
標
を
踏
ま
え
た
上
で
事
業
を
実

施
し
、
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
目
標
が
適
切
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

埼
玉
農
産
物
輸
出
総
合
サ
ポ
ー
ト
事

業（
※
１
）に
つ
い
て

高
齢
者
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
市
町
村
へ
の
分
配
に
つ
い
て

伊
奈
学
園
に
お
け
る
中
高
一
貫
教
育

に
つ
い
て

県
内
市
町
村
の
都
市
計
画
と
防
災
に

つ
い
て

令
和
3
年
度
か
ら
、
県
が
ま
と
め

役
と
な
り
、
三
つ
か
ら
四
つ
の
市

町
村
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
す
る
勉
強
会

を
開
催
す
る
。
県
が
持
つ
災
害
リ
ス
ク
情

報
な
ど
を
示
し
な
が
ら
、
作
成
に
当
た
っ

て
の
課
題
や
対
策
に
つ
い
て
分
析
・
整
理

や
意
見
交
換
を
行
う
新
た
な
取
り
組
み
を

進
め
る
。
ま
た
、
広
域
的
調
整
の
役
割
を

担
う
立
場
と
し
て
、
市
町
村
が
実
効
性
の

高
い
防
災
指
針
を
策
定
で
き
る
よ
う
に
、

国
が
改
訂
を
予
定
し
て
い
る
「
立
地
適
正

化
計
画
作
成
の
手
引
き
」
を
補
完
す
る
形

で
、
県
と
し
て
の
考
え
方
や
方
針
を
示
す

た
め
検
討
し
て
い
く
。

被
害
な
ど
に
よ
り
浸
水
エ
リ
ア
が
複
数
の

市
町
村
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
近
隣

市
町
村
と
連
携
し
て
計
画
等
を
作
成
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
ず
は
県
が
全

体
の
基
本
的
な
考
え
方
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
提
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

伊
奈
学
園
は
、
関
東
近
県
で
先
駆

け
て
設
置
さ
れ
た
公
立
の
中
高
一

貫
校
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
設
置
に
当
た

り
文
教
委
員
会
に
お
い
て
、「
試
行
的
、

モ
デ
ル
的
に
限
定
し
て
設
置
す
べ
き
で
あ

り
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
効
果
や
成
果
を

十
分
に
検
証
す
る
な
ど
、
慎
重
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
附
帯
決
議
が
な

さ
れ
た
。
同
校
に
関
し
て
、
今
ま
で
に
ど

の
よ
う
な
検
証
を
行
っ
た
の
か
。

第
１
期
生
の
高
校
卒
業
に
合
わ
せ

て
、
成
果
と
課
題
の
検
証
を
行
っ

た
。
そ
の
際
、
高
校
卒
業
ま
で
の
６
年
間

を
見
通
し
た
計
画
的
、
継
続
的
な
教
育
指

導
が
展
開
で
き
、
卒
業
後
の
進
路
実
績
に

も
一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と

さ
れ
た
。
一
方
で
、
抽
選
に
よ
る
入
学
者

選
考
に
つ
い
て
課
題
が
示
さ
れ
、
そ
の

後
、
抽
選
を
行
わ
な
い
選
考
に
改
善
す
る

な
ど
、
中
高
一
貫
教
育
の
充
実
に
努
め
て

き
た
。

旨
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
規
模
の
大
き
い
市

だ
け
で
な
く
、
規
模
の
小
さ
な
と
こ
ろ
に

も
分
配
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
で
試
行

的
に
接
種
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
考
え

か
ら
、
陽
性
者
の
割
合
も
勘
案
し
た
。

予算特別委員会は32人の委員で構成され、県の予算案を集中的に審査す
るために設けられました。部局別質疑において事業内容などを詳細に審査し
た後、総括質疑では10人の委員が質疑に立ちました。
各委員の質疑に対し、一問一答の形で知事をはじめ執行部から答弁があり

ました。

令和3年度一般会計当初予算案などについて、部局別質疑が3月
11日、12日、15日、16日、17日、25日の6日間にわたり行われ、
19日には総括質疑が、23日、25日には討論・採決が行われまし
た。審査の結果22件を原案の通り可決すべきものと決定しました。
なお、一般会計当初予算案については、事業の執行に適切な対応

を求める附帯決議を付すことを賛成多数により決定しました。

●�「非正規雇用労働者等に対する緊急支援策」などの国に
よるコロナ禍で困窮する低所得者支援策への対応や、飲
食店等への営業時間短縮要請に係る協力金の支給等に要
する経費

●�予算編成にあたってのEBPM（証拠に基づく政策立案）の推進
●DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進
●特別養護老人ホーム等の整備・改修

次の事業などについては、執行方法について十分検討し、適切に対応するよう求めました。

市
町
村
の
立
地
適
正
化
計
画
（
※

２
）
と
防
災
指
針
の
作
成
に
対
す

る
支
援
の
具
体
的
な
内
容
は
何
か
。
ま

た
、
近
年
は
台
風
や
想
定
を
超
え
る
大
雨

現
在
の
県
庁
舎
は
、
執
務
室
環

境
、
優
秀
な
人
材
確
保
お
よ
び
働

き
方
の
変
化
や
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応
な
ど
に
課
題
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
目
標
使
用
年
数
の
築

80
年
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
建
て
替
え
を

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
庁
舎
の
在
り
方
の
検
討
に
当
た

っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
県
庁
舎
の

機
能
に
加
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
働
き

方
の
変
化
へ
の
対
応
が
重
要
な
観
点
と
な

っ
て
く
る
。
ま
た
、
仮
に
建
て
替
え
る
場

合
は
、
短
期
間
で
は
な
く
数
十
年
単
位
で

使
用
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
行
政
に

与
え
る
影
響
な
ど
数
十
年
ス
パ
ン
で
考
え

令
和
３
年
度
か
ら
始
ま
る
第
８
期

高
齢
者
支
援
計
画
案
で
は
、
既
存

の
施
設
の
改
修
に
当
た
り
、
個
室
化
や
ユ

ニ
ッ
ト
化
を
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
第
７
期
計
画
策
定
の
議
論
の
際
、

議
会
の
決
議
を
受
け
、
個
室
化
や
ユ
ニ
ッ

ト
型
へ
の
政
策
誘
導
は
行
わ
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
方
針
を
変
更
す
る

の
か
。

市
町
村
や
設
置
者
の
意
向
な
ど
地

域
の
実
情
を
十
分
踏
ま
え
た
上
で

整
備
す
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
は
、

第
７
期
策
定
時
と
変
更
な
い
。
第
８
期
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
議
会
で
の
決

議
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
策
定
さ
れ
る
基
本
構
想

や
基
本
計
画
の
具
体
的
な
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
事
業
を
進

め
て
い
く
上
で
、
用
地
を
早
期
に
購
入
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
県
庁
舎
の
再
整
備

に
つ
い
て
は
、
80
年
は
一
つ
の
目
安
で
あ

り
、
時
期
や
機
能
、
県
庁
舎
の
今
後
の
在

り
方
を
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

や
形
状
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
し
て

い
く
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
企
業
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
整
備
の
目
的
を

明
確
に
し
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
用
地
の
購
入
に
つ
い
て
は
、

令
和
2
年
度
か
ら
、
用
地
交
渉
に
関
し
て

専
門
的
知
見
が
あ
る
埼
玉
県
土
地
開
発
公

社
へ
委
託
を
す
る
こ
と
で
用
地
交
渉
が
進

ん
だ
。
令
和
３
年
度
は
用
地
購
入
の
ス
ピ

ー
ド
を
加
速
化
さ
せ
、
早
期
の
整
備
を
目

指
し
た
い
。

基
本
構
想
で
は
、
生
産
年
齢
人
口

減
少
等
の
社
会
的
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
行
う
中
小
企

業
へ
の
支
援
策
や
、
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
の

コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
基
本
計
画
で
は
、
構
想
を

踏
ま
え
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
促
進
す
る
拠

点
の
規
模
や
機
能
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
用
途

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
整
備
事
業

費
に
つ
い
て

県
庁
舎
の
再
整
備
の
検
討
に
つ
い
て

埼
玉
県
農
業
大
学
校
跡
地
周
辺
地
域

の
整
備
に
つ
い
て

●埼玉版SDGsの推進
●�屋内50メートル水泳場及びスポーツ科学拠
点施設の整備
●若者の消防団への加入促進
●スマート農業の推進
●少子化対策の推進
●中小企業のデジタル化支援
●県立病院の独法化による地域医療への貢献
●流域下水道維持管理負担金の設定

●埼玉県コバトン健康マイレージ事業
●多子世帯応援クーポン事業
●シニアの活躍を進めるための環境づくり
●埼玉ブランド農産物の推進
●JR川越線の複線化

●�国際バカロレア等の特色ある教育課程の研
究・検討
●災害対応力の強化

その他の主な質疑
部局別質疑から

総括質疑から

※１　埼玉農産物輸出総合サポート事業 ※２　立地適正化計画
コロナ禍で消費構造が変化し、既存販路の需要が減る中、県産農産物の新規販路を
開拓するため、輸出を志向する生産者団体等への情報提供や輸出先国でのフェア・
商談などの支援を行う事業。

医療・福祉施設、商業施設や住居などがまとまって立地する「コンパクト・プラ
ス・ネットワーク」の形成に向け、都市再生特別措置法に基づき市町村が作成する計
画。

用 語
解 説

●コバトン健康マイレージ
●先端産業創造プロジェクト
●�「農大跡地の周辺地域12ヘクタールの土地」を近未来技術の
実証フィールドとする整備

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

Ａ
予算特別委員会

安心・安全の強化

ＤＸの推進と県経済の回復・成長

持続可能で豊かな未来への投資

附帯決議

一般会計予算の概要令和3年度

令和3年度一般会計予算　補正後累計

総
括
質
疑
か
ら

主
な
質
疑
と
答
弁

部
局
別
質
疑
か
ら

主
な
質
疑
と
答
弁

重　点　施　策

●感染拡大防止と医療提供体制の強化
●危機や災害に強い埼玉の構築
●県民の暮らしを守る

●�デジタルトランスフォーメーション（DX）の
推進

●埼玉の稼げる力の向上
●魅力ある埼玉の発信

●埼玉版SDGsの推進
●誰もが活躍できる社会の実現
●未来を見据えた基盤づくり

歳入

県税　35.6%
755,100,000千円

県債　15.1%
319,945,000千円

その他　8.0%
169,214,382千円

地方譲与税　4.1%
87,587,000千円

地方交付税　10.2%
216,725,000千円

国庫支出金　12.6%
267,283,618千円

地方消費税清算金　14.4%
303,988,000千円

歳出

衛生費　8.1%
171,725,796千円

公債費　13.3%
281,951,115千円

民生費　18.5%
391,849,714千円

教育費　23.0%
488,025,390千円

警察費　7.0%
149,141,186千円

土木費　5.8%
122,366,717千円

総務費　4.4%
94,535,208千円

商工費　1.9%
39,897,816千円

農林水産業費　1.1%
23,535,668千円

その他　16.9%
356,814,390千円

当初予算 2兆1,198億4,300万円

補正予算（第1号） 195億2,222万円 補正予算（第2号）385億5,340万9千円

2兆1,779億1,862万9千円

●�まん延防止等重点措置の適用を国へ要請したことに伴
い、「埼玉県感染防止対策協力金」の支給など新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大防止に要する経費


